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⑥ブッシュや糸、皮（革）、木でできた部品は、現代の材料に
置き換えていくのもやむを得ません。これらの代替部品を
製作できる業者を探すことも重要です。

3. 業者同士の連携

さらには、個々の業者の取り組みでは限界があるため、今
後の取り組みとして以下のような連携が望まれます。

①機台および部品の再利用のための情報ネットワークやデータ
ベースの構築
②保全・整備の技能を伝承するための勉強会、見学会、情報
交換会などの継続的開催
③これらを実施するためのボランティアなりNPO組織の設立

おわりに
当館の魅力の原点は、本物の機械を「動かし続ける」動態
展示にこだわっていること。もちろんY式織機も動態展示し
ています。もっと詳しく知りたいと思った方、機械の仕組み
について興味が湧いた方。実際にあなたの目で見て驚いて学
んでみてはいかがですか。きっと新しい発見があるはずです。
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繊維機械館では、江戸時代から日本で行わ

れた、綿から糸を紡ぐ実演をご覧いただくこ

とができます。みなさん、糸車をよく見てみ

てください。少し傾いて見えませんか？これ

は、糸車で糸を紡いでいた時代に座って作業

を行っていたため、糸車のハンドルを回し易

いように少し傾けているのです。そして糸を

紡ぐ際には、３つの要素があります。綿から

繊維を伸ばす①引き伸ばし、引き伸ばした繊
維に撚りをかける②撚りかけ、最後に撚りを

かけた繊維を巻き取る②巻き取りです。この

３つの要素は機械化された現在も変わらずに

行われているのです。ふわふわの綿から糸が

できる様子を、ぜひご覧ください！

よ



館内を見学し、展示物にまつわる問題を
解きながら最後の答えを考えましょう。
正解するとお楽しみがあります！
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